
世
に
言
う
「
鎌
倉
文
士
」
、
深
田
久
弥
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。
鎌
倉
文
士
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉

文
学
館
館
長
富
岡
幸
一
郎
氏
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

昭
和
八
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
文
學
界
』
に
関
わ
っ
た

文
士
た
ち
を
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も

多
く
の
文
士
た
ち
が
鎌
倉
に
集
ま
っ
た
が
、
そ
の
人

た
ち
も
鎌
倉
文
士
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
文
學
界
』
は
昭
和
八
年
、
八
人
の
同
人
に
よ
っ

て
創
刊
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
、
十
月
に
創
刊

号
が
発
行
さ
れ
た
。
深
田
久
弥
、
武
田
鱗
太
郎
、
林

房
雄
、
広
津
和
郎
、
川
端
康
成
、
小
林
秀
雄
、
宇
野

浩
二
、
豊
島
与
志
雄
の
八
人
で
あ
っ
た
。
発
起
人
に

つ
い
て
林
房
雄
は
、
「
武
田
麟
太
郎
、
川
端
康
成
、

小
林
秀
雄
、
私
の
四
人
の
間
で
創
刊
の
相
談
が
す
す

め
ら
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
深
田
久
弥
は
、

「
そ
の
夜
緑
風
荘
に
行
っ
て
み
る
と
、
集
ま
っ
た
の

は
林
君
に
武
田
君
に
広
津
さ
ん
と
僕
き
り
だ
（
後
に

な
っ
て
川
端
氏
が
来
ら
れ
た
）
。
」
と
書
い
て
い
る
。

運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
の
八
人
の
同
人
全
員
が
編
集
、

執
筆
を
行
っ
て
い
っ
た
。
川
端
康
成
が
創
刊
号
の

「
編
輯
後
記
」
に
「
本
誌
発
行
の
計
画
は
と
ん
と
ん

拍
子
に
捗
っ
た
。
同
人
も
忽
ち
志
を
同
じ
う
し
て
集
っ

た
。
」
ま
た
、
「
創
刊
号
は
林
、
深
田
、
川
端
が
当

番
で
は
あ
っ
た
が
、
皆
が
働
い
た
」
と
書
い
て
い
る

よ
う
に
同
人
の
皆
さ
ん
の
意
気
は
高
く
、
結
束
は
強

か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
、

昭
和
九
年
二
月
の

第
五
号
か
ら
里
見

弴
、
横
光
利
一
、

藤
沢
桓
夫
の
三
人
が

加
わ
り
、
同
人
は
十

一
人
に
な
っ
た
。
こ

の
同
人
を
指
し
て

「
鎌
倉
文
士
」
と
人

は
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
鎌
倉
文
士

と
い
う
呼
び
名
の
始

ま
り
で
あ
る
。

鎌
倉
文
士
た
ち
は
、
さ
ほ
ど
広
く
な
い
街
に
住
む

利
点
も
あ
り
、
お
互
い
の
家
を
尋
ね
て
酒
を
飲
み
な

が
ら
、
ま
た
お
で
ん
屋
な
ど
に
集
ま
り
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
大
い
に
議
論
を
交
わ
し
、
親
交
を
深
め

て
い
っ
た
。

『
文
學
界
』
と
鎌
倉
文
士
に
焦
点
を
当
て
た
展
示

を
近
々
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

『
日
本
ア
ル
プ
ス
縦
断
記
』
と
題
す
る
一
冊
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
一
戸
直
蔵
、
河
東
碧
梧
桐
、
長
谷
川

如
是
閑
、
三
人
の
著
書
で
、
大
正
六
年
七
月
大
鐙
閣

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
著
名

な
方
々
が
、
大
正
初
期
に
、
北
ア
ル
プ
ス
（
針
ノ
木

峠
～
烏
帽
子
岳
～
野
口
五
郎
～
蓮
華
岳
～
槍
ヶ
岳
～

上
高
地
）
を
縦
走
し
そ
の
縦
走
記
を
執
筆
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
後
半
部
分
に
は
「
登
山
者
の
心
得
」
と

題
す
る
指
導
書
的
記
述
も
あ
る
。

な
ん
と
、
深
田
久
弥
は
こ
の
一
冊
を
中
学
生
の
時

買
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
山
の
本
」
と
題
す
る
文
章

の
中
で
「
田
舎
の
町
の
本
屋
で
こ
の
本
を
買
っ
た
時

の
喜
び
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
・
・
・
田
舎
の
中

学
生
に
は
夢
の
よ
う
な
手
の
届
か
な
い
話
で
あ
っ
た

が
、
興
奮
し
た
。
中
学

生
の
時
か
ら
持
っ
て
い

る
本
と
言
え
ば
、
こ
れ

一
冊
か
も
し
れ
な
い
。
」

と
書
い
て
い
る
。

令和７年
冬号

『
文
學
界
』
・

「
鎌
倉
文
士
」
・

深
田
久
弥

鎌倉文学館（旧前田別邸）



関
東
に
お
住
い
の
会
員
の
方
か
ら
、
神
奈
川
県
新

丸
子
に
変
わ
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
と
言
っ
て
一

枚
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た
。
何
と
三
つ
の
頂
の
横

に
「
加
賀
白
山
遥
拝
所
記
念
碑
」
の
標
柱
が
建
っ
て

い
る
。
こ
の
三
つ
の
頂
は
剣
ヶ
峰
、
御
前
峰
、
大
汝

峰
に
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
見
に
行
か
ね
ば
、
と
思
い
立
っ
て
か
ら
優

に
二
、
三
年
は
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
令
和
六
年
十
二

月
上
京
の
折
に
尋
ね
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
は
東
急
目
黒
線
新
丸
子
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
商
店
の
並
ぶ
通
り
を
進
ん

で
い
く
と
、
右
手
に
木
の
枝
な
ど
が
あ
り
雰
囲
気
の

違
う
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
た
。
あ
っ
た
、
そ
こ
に
は

通
り
に
面
し
て
と
て
も
大
き
な
赤
い
鳥
居
が
建
っ
て

い
た
。
お
稲
荷
さ
ん
だ
、
と
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。
鳥

居
を
く
ぐ
り
、
辺
り
を
見
回
し

た
が
白
山
は
見
え
な
か
っ
た
。

右
手
に
お
社
が
あ
り
、
お
社
の

前
に
は
何
体
も
の
カ
ラ
フ
ル
な

狐
の
像
が
楽
し
そ
う
に
す
わ
っ

て
い
た
。
ま
ず
は
お
社
に
お
参

り
を
し
た
。
そ
の
あ
と
、
鳥
居

の
左
側
に
行
っ
て
み
た
。
少
し

行
く
と
あ
っ
た
、
つ
い
に
見
つ
け
た
。
富
士
塚
が
あ

り
、
そ
の
隣
が
「
白
山
遥
拝
所
」
だ
っ
た
。
も
ら
っ

た
写
真
通
り
三
つ
の
峰
と
手
前
に
小
さ
な
お
社
が
あ

り
、
な
ん
と
大
き
な
池
も
あ
っ
た
。
位
置
的
に
は
違

う
が
翠
ヶ
池
で
あ
ろ
う
。
東
京
を
中
心
に
富
士
塚
は

多
い
が
、
白
山
塚
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
無
い
の
で

は
と
思
う
。

お
近
く
に
行
か
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
尋
ね

て
み
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

干
支
の
山
と
い
え
ば
、
今
西
錦
司
さ
ん
が
立
ち
上

げ
た
十
二
支
会
が
有
名
で
あ
る
。
昭
和
三
五
年
の
子

年
か
ら
五
巡
、
六
十
年
続
け
ら
れ
た
。

令
和
七
年
は
巳
（
蛇
）
年
で
あ
る
。
蛇
と
い
え
ば
、

深
田
久
弥
が
最
後
に
頂
を
踏
ん
だ
山
が
「
蛇
垰
山
」

で
あ
る
。
十
二
支
会
の
六
十
年
間
の
リ
ス
ト
の
中
に

「
蛇
垰
山
」
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

今
年
は
巳
年
で
も
あ
り
、
深
田
久
弥
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
ま
だ
雪
の
残
る
南
、
北
ア
ル
プ
ス
の
素
晴
ら
し

い
展
望
を
満
喫
す
る
た
め
に
、
訪
れ
て
み
た
い
も
の

で
あ
る
。

一
月
十
九
日
（
日
）

演
題
：
三
百
名
山
山
行
記

講
師
：
西
田

博

氏

（
三
百
名
山
完
登
者
）

二
月
十
六
日
（
日
）

演
題
：
白
山
か
ら
見
る
日
本
百
名
山

講
師
：
大
幡

裕

氏

（
深
田
久
弥
と
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
）

三
月
九
日
（
日
）

演
題
：
世
界
の
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

講
師
：
木
崎
乃
理
恵

氏

（
国
際
山
岳
ガ
イ
ド
）

一
月
二
十
四
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
男
体
山
」

二
月
二
十
一
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
丹
沢
山
」

三
月
二
十
一
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
飯
豊
山
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
t
tp
s
:
/
/
ya
m
a
n
ob
u
n
k
a
ka
n
.
c
o
m

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

京
濱
伏
見
稲
荷
神
社
を
訪
ね
て

干
支
の
山
「
蛇
峠
」


